
どんな事業をされていますか？

当社の事業を大別すると、木質チップ製造業と木材リサイクル業となる。メインは木質チップ製造であり、解体工事

で発生する廃材や製材工場から発生する端材等を選別・加工してチップ化し、資源のリサイクルを図っている。

製紙用・梱包資材紙用のチップ、燃料用チップ共に、島田市の新東海製紙(株)様へ主に販売しており、その他

静岡県内および近隣の会社へも販売している。

社名に中野町がついているのは、天竜川を利用した木材流送による丸太の集積地で、製材業が盛んであった中

野町にて、チップ製造業を創業したからである。以後、中野町の都市化が進むにつれ、土地が手狭になり、現在の

工業団地に移転したが、地域と共存するという想いがあり、社名は変えていない。事業拡大の展開としては、1985

年に浜北工場を設立、系列会社として、1976年に建物の解体工事と土木工事を行う中野町産業（株）を、2006年に

県東部のチップ製造の拠点として（株）三島チップを設立し、現在に至る。

（株）中野町チップ

金属類を取り除く磁力選別機 左から、広葉樹、製材端材、針葉樹のチップ

事業の特長や強みは何ですか？
木質チップメーカーとして歩んできた65年の中で、木材や廃材の収集と選別、チップ製造、販売に至るまでワン

ストップの体制を構築できたため、針葉樹・広葉樹問わず、丸太・製材端材・廃材等の原料を幅広く受入れること

ができるとともに、原料に合わせた種類のチップを製造することができることが強みである。また、原料の収集力

にも強みがあり、天龍木材協同組合の一員であることを活かした製材業者・森林組合からの端材や原木の集荷

に加え、静岡県西部の解体業者による建設廃材も含めて、800社から受入れている。

代表的な製品、サービス、設備などは？
当社では、製紙用と梱包資材紙用・ボイラー燃料用の2種類のチップを製造しており、これらを製造するために、

キングチッパー（切削機）とハンマークラッシャー（破砕機）の2種類のマシンが必要であるが、両方のマシンを備

えたチップメーカーは全国的にも少ない。

キングチッパーは高品質紙の原料となるチップ加工に使用するため、原料は丸太や製材端材などの無垢材が

求められる。針葉樹と広葉樹では繊維質の量が違うため、樹種を分けて投入するとともに、バーカーで丸太の

皮を取り除くことで、純度の高いチップを製造している。一方、ハンマークラッシャーは、住宅の解体工事におい

て発生する廃材を破砕し、梱包資材紙用のチップやボイラー燃料用のチップを製造している。原料搬入時には

熟達した作業員が廃材を用途別に適切に選別したうえで、木材に付着した金属類を取り除く磁力選別機を通過

することで、100％に近いリサイクル率を実現している。

今後の展望をお聞かせください。
原料の確保が事業の生命線であるため、現在の県西部から、県内、県外へと集荷エリアを広げていきたい。併

せてモノづくりの街である浜松市や磐田市には大手メーカーが多いため、事業活動に伴い発生する廃材や木

質パレット等を処分する受け皿として協力関係を深めていきたい。

新設住宅着工数の減少により、今後は木造住宅の解体は少なくなると予想されるが、系列会社の中野町産業

(株)と連携し、解体からリサイクルまでワンストップで行える強みを活かしていく。また、県木連の組合員様とも連

携し、製材端材・林地残材等の更なる原料の確保に努めたい。脱炭素社会においては、製造者も廃棄後のリサ

イクルまで考慮した製品づくりが求められているため、リサイクル可能な木材の魅力を一緒にアピールできたらと

考えている。

一方、リサイクルを担う当社の事業は環境保全事業と捉えることもできる。その側面から、次代を担う子供たちに

向けて当工場の見学会や資源リサイクルの絵画コンクールなどを実施している。また、授産所施設、児童養護

施設へ向け、当社のチップを原料とした紙製品の配布等も行っており、今後も環境事業のPRを継続していく。
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子供向けの工場見学会を開催

就労継続支援事業所さわじ作業所様との交流

切削機と破砕機の２種類のマシンを保有し、高品質紙用や梱包

資材紙用・ボイラー燃料用など、多種類の木質チップを製造

搬入された廃材の中から用途別に木材を選別

環境教育に向けた児童絵画コンクール


